
1992年出上の木簡

大
阪
・
喜
連
東
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
市
平
野
区
喜
連
東
五
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
二
年

（平
４
と
二
月
を
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
働
大
阪
市
文
化
財
協
会

４
　
調
査
担
当
者
　
佐
藤
　
隆

・
田
島
富
慈
美

。
久
保
和
士

・
板
野
　
史

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
ぞ
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
お
よ
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

喜
連
東
遺
跡
は
大
阪
市
の
南
東
部
、
瓜
破
台
地
の
北
東
縁
に
位
置
す
る
縄
文

時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
至
る
複
合
遺
跡
で
あ
る
。
遺
跡
の
範
囲
は
東
西
五
〇
〇

ｍ
、
南
北
三
Ｏ
Ｏ

ｍ
と
推
定
さ

れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
広
が
る

も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
現
在
■

で
の
調
査
で
特
筆
す
べ
き
も
の

と
し
て
、
奈
良
時
代
を
中
心
と

す
る
二
〇
棟
以
上
の
建
物
群
と
、

平
安
時
代
後
期
か
ら
室
町
時
代

の
瓦
が
多
数
出
上
し
た
「廟
堂
」

が
あ
る
。
い
ず
れ
も
こ
の
あ
た

り
に
在
地
の
有
力
者
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
は
市
営
住
宅
の
建
設
に
先
立
つ
も
の
で
、
調
査
面
積
は
約
二
二

〇
〇
ゴ
で
あ
る
。
主
な
検
出
遺
構
は
、
奈
良
時
代
ｉ
平
安
時
代
初
期
の
掘
立
柱

建
物
、
平
安
時
代
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
の
掘
立
柱
建
物
群

。
井
戸

・
土
坑

・
溝

（堀
）、
室
町
時
代
の
井
戸

・
溝

（堀
）
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
注
目
さ
れ
る
の

が
、
平
安
時
代
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
の
遺
構
群
で
あ
る
。
今
ま
で
に
も
当
該
期

の
遺
構
は
多
数
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
初
め
て
本
遺
跡

の
中
世
集
落
の
様
相
を
具
体
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
建

物
群
は
数
回
の
建
替
え
が
認
め
ら
れ
る
七
棟
以
上
か
ら
な
り
、
周
辺
で
検
出
さ

れ
た
も
の
に
比
べ
て
規
模
が
大
き
い
。
井
戸
は
九
基
見
つ
か
つ
て
お
り
、
中
に

は
掘
形
が

一
辺
四

・
七
ｍ
、
井
戸
側
が

一
辺

一
・
一
ｍ
と
い
う
巨
大
な
も
の
も

あ

っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
建
物
群
と
別
の
地
区
で
は
、
屋
敷
地
を
方
形
に
囲

む
二
重
の
溝
（堀
）
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
遺
物
は
、
多
量
の
瓦
器

。
土
師
器
の

ほ
か
に
輸
入
磁
器
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
自
磁
の
底
部
に
は

詭
野
争
」
と
墨

書
の
施
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
ま
た
い
精
巧
な
作
ヶ
の
石
製
の
硯
も
出
土
し
て

い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
今
回
発
見
さ
れ
た
集
落
は
当
地
域
に
お
い
て
は
中

心
的
な
存
在
で
あ

っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

木
簡
は

一
三
世
紀
後
半
の
井
戸
七
か
ら
見
つ
か
っ
た
。
井
戸
側
は
土
師
質
の

羽
釜
を
転
用
し
八
段
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
こ
の
井
戸
は

一
二
世

紀
末
を

一
三
世
紀
初
頭
の
井
戸
四
の
井
戸
側
に
重
複
す
る
位
置
に
新
た
に
作
ら

れ
た
の
で
、
井
戸
七
の
羽
釜
お
よ
び
そ
の
中
の
埋
上
が
、
井
戸
四
の
軟
弱
な
埋

(大阪東南部)



土
中
に
沈
下
し
て
い
た
。
木
簡
は
そ
の
付
近
で
見
つ
か
っ
た
の
で
、
時
期
は
多

少
幅
を
持
た
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

０
　
　
「
百
二
十

一
ス
ロ

汁
二
記
三
年
　
十
日
　

　

　

　

　

　

　

（盛
て

卜ヽ
益

⇔‘

木
簡
は
頭
部
が
方
形
で
、
裏
面
か
ら
角
を
削
り
落
と
し
て
あ
る
。
墨
痕
は
明

瞭
で
釈
読
も
比
較
的
容
易
に
行
な
い
得
た
が
、
そ
の
表
わ
す
意
味
は
後
考
を
倹

た
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
。

な
お
、
釈
読
に
は
席
居
信
子

・
豆
谷
浩
之
氏
の
協
力
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

佐
藤
隆

・
田
島
富
慈
美

・
久
保
和
士

・
板
野
史

「喜
連
東
遺
跡
の
中
世
集
落

と
中
国
製
磁
器
」
（働
大
阪
市
文
化
財
協
会

『葦
火
』
四
〇
　
一
九
九
二
年
）

田
島
富
慈
美

「硯
の
は
な
し
」
（同

『葦
火
』
四
一　
一
九
九
二
年
）

（佐
藤
　
隆
。
久
保
和
士
）

木

簡

研

究

第
一
言

巻
頭
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
狩

野

　
久

一
九
八
八
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
京
跡
　
平
城
京
左
京
二
条
二
坊
十

一
。
十
四
坪
坪
境
小
路

跡
　
平
城
京
左
京
二
条
四
坊
二
坪
　
東
大
寺
大
仏
殿
廻
廊
西
地
区
　
藤

原
官
跡
　
藤
原
京
跡
　
長
岡
宮

・
京
跡
　
長
岡
京
跡
　
嵯
峨
院
跡

（史

跡
大
覚
寺
御
所
跡
）
　

大
坂
城
跡
　
東
郷
遺
跡
　
士
口
田
南
遺
跡
　
小
犬

丸
追
跡
　
姫
路
城
跡

（武
家
屋
敷
跡
）

姫
路
城
跡

（東
部
中
濠
）

玉

手
遺
跡
　
袴
狭
遺
跡
　
山
の
神
遺
跡
　
池
ケ
谷
遺
跡
　
頼
名
遺
跡
　
居

村
Ｂ
遺
跡
　
今
小
路
西
遺
跡

（福
祉
セ
ン
タ
ー
用
地
）
　

中
里
遺
跡

中
江
日
本
郷
遺
跡
　
高
溝
遺
跡
　
瓜
塚
遺
跡
　
仙
台
城
二
の
九
跡
　
熊

野
田
遺
跡
　
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
　
一二
小
牛

ハ
バ
遺
跡
　
能
登
国
分
寺

跡
　
発
久
遺
跡
　
草
戸
千
軒
町
遺
跡
　
尾
道
遺
跡

（Ｇ
Ｄ
０
１
地
点
）

紺
屋
町
遺
跡
　
下
川
津
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

（
一
一
）

出
雲
国
庁
跡

中
国
出
土
簡
蹟
的
保
護
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胡
　

縫

高

中
国
出
土
木

・
竹
簡
の
銀
存
科
学
的
研
究

（抄
訳
）

訳

・
佐

川

正

敏

木
箱
と
文
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小

池

仲

彦

所
謂

『
長
屋
王
家
木
筒
』
の
再
検
討
　
　
　
　
　
　
　
　
大

山

誠

一

有
韻
尾
字
に
よ
る
固
有
名
詞
の
表
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
犬

飼

　
隆

彙
報

頒
価
　
一二
八
〇
〇
円
　
一Ｔ
五
〇
〇
円




